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議第 1号 臨時代理の承認を求めることについて

議第 2号 教育委員会事務の点検および評価報告書 (評価対象 :令和 4年度)の
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議第 1号

臨時代理の承認を求めることについて

上記の議案を提出する。

令 和 6年 1月 29日

草津市教育委員会

教育長 藤田 雅也
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議第 2号

教育委員会事務の点検および評価報告書 (評価対象 :令和 4年度)の議会への

提出ならびに公表につき議決を求めることについて

上記の議案を提出する。

令和 6年 1月 29日

草津市教育委員会

教育長 藤田 雅也
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(案 )

1令不H6年1月・

草津市教育委員会

教育委員会事務の

点検および評価の報告書

【評価対象:令和4年度】

)
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I 点検 日評価制度

1趣 旨

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条に基づき、教百委員会は、効果申な教

育行政の推進と、市民への説明責任を栗たすために、教育委員会事務の点ホ父・評価を行い、

その結実に関する報告書をノム`表することが義務付けられており、本市おいても、1令和2年 3

月に策定した「革津市教育振興基本計画 (第 3期 )」 の進捗状況の確認を行うことも兼ね

て、計画め施策体系に沿つた点検・評価を実施しました。

◆年度の点検・評価にめたつては、基本項白ごとに設定した成果指標に対する実績値およ

び主蓑事業め成果達成度の状況を中,bに、革滓市教育委員会事務外部評l面委員会委員の意

見、鳳殉言等をいただきながら、点検・評価を実施しました。

2 点検・評価の対象      !
「地方教育行政あ組織及び運自にF美目する法律」に規定する教育委員会の権限に属する事務

および市長から補ロノも執行を受け教育委員会において実際に管理・執行している事務を点検・評

価の対象とし、「革津市教育振興基本計画 (第 3期 )」 において掲げられた4つの「施茶の基

本アj向」に対してヽそれぞれ位置づけた9つあ基本項目にういて、点ホ父・評価を実施しまし

た。                  '

3 点検・評価の方法

革津市教育振興基本計画 (第 3期)の 9つの基本項目について、教育委員会事務局にて内

部点検・評価を行つた後、教育に関し学識経験を有するんなど外きBの方メマの意見、Bノも言をい

ただきました。

‐2‐
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【参 考 】       _  :
地方教育行政の組織及び運営に関する法律 (抄)      .

(多文育にF美目する事務の管理及び執行の状況弔黒検及び評価等)

第26条 教育委員会は、
~母
年、その権限に属する事務 (前条第1環の夫見定により教

育長に委任された事務その他孝文育長の権限にF高する事務 (回条第4項の規定により事

務局職員等に委任された事務を含む。)を含む。)め管理及び幸丸行の状況について点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するととも

に、ノム`表しなければならない。

2 教育委員会はt前項の点検及び評l面を行うに当たっては、教育に関し学識経瞭を

有する者の知見の活用を図るものとする。



4 教育委員会事務局による内部点検 日評価

①達成度評価について

革津市教育振興基本計画 (第 3期)において9つの基本項目ごとに、成果指標の目標達
成度 (下記②)や関連する事業の成果達成度 (下記③)などを鑑み、教育委員会掌翡局で
評価を行いましたЬ

②成果指標の目標達成度について

9つの基本項目ごとに設定されている成果指標 (全 18項目)のうち、日標値を達成で
きたのは6項目で全体の33。 3%となりt前年度の29.4%から増加しました。

●目標達成度の状況

目標達成度 項目数 (R4) 割合 (R4)
100%以上 6 38. 3%
75%以 上 10o%未 満 61.1%
50%以 上 75%未 満 1 5.6%
50%未満 O O%

計 18

③主要事業一覧について

9つの基本項目ごとに関連する主要事業の成果達成度を評価しました。評価は下記のと
おり3段階で行つています。

(◎ :期待を超える成果であつた、O:期待どおりの成果であった
△ :期待未満の成果であった)

なお、全ての主要事業につしヽて「〇 :期待どおりの成果であった」と評価しています。

●主要事業に対する達成度 (自 己評価)の状況

事業に対する達成度

(自 己評1面 )
主要事業数 害」合

「◎」期待を超える成果であった O 〇%
「〇」期待どおりの成果であった 57 100%
「△」期待未満の成果であった O O%

計 57

‐
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【成果指標において目標達成度が50%以上75%未満の項目】

・基本項目9 文化財の保存と活用

成果指標  史跡革津宿本陣 。革津宿街道交流館の年間入館者数

達成度   73.8% 【目標】34,500人  【実績値】25,471人

要因    R2年 度以降、新型コロすウイルス感染症の影響により入館者数は伸び悩

んできたが、R3年度18,544人 に対して約7,OOO人 増加してお

り、新型コロすウイルス感染症の流行拡大前の水準に戻りつつある。

※以上のことズ〕`ら、基本項目9に関連する主要事業の達成度は「O:期待どおりの成果で

あつた」としています。

5 草津市教育委員会事務外部評価委員会

点検。評価の客観性・透明性を確保するため、教育に関し学識経験を有する方など外部の

方ノマの意見、助言をいただきました。

渡邊 暁彦

藤野 利也

竹本 貝」子

(滋賀大学教授)

(元公立小学校長)

(公募市民)

②開催日時

令不□5年 11月 24日 (金) 13時 30分から

③主な意見・評価

総 評

・革津市教育委員会がこれまで困難な課題にひとつひとつ丁寧に対応し、教育の充実

に向けて耳又り組んできたことについて高く評価したい。

・成果指標の実績値を含めた客観的なデータで達成度を評l面するとともに、学校現場

や窓□で間く市民の声も大切|こ してもらいたしヽ。また、実績値に一喜一憂するので

はなく、施策の基本方向等を踏まえ、事業に取り組まれたい。

・点検・言平イ面の進め方について、昨年度の外部評価委員会において、孝文育委員会の幅

広い事業内容をどのように評価 ei議論するべきかが課題となつていたが ◆ヽ年度は

報告書のとりまとめ方、委員への事前説明に時間をかける等の工夫がされ、効率的

に行うことができたと評価している。

‐
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基本項目 H 豊かな,いと健やかな体の育成
・インクルーシブ多女育については、学校に過度な負担がかからないよう、児童生徒

本人、保護者、学校、孝女育委員会が協力した取組を継続していただきたぃ。
・様ノマな要因・背景があり、学校に行きづらい状況を見せている子どもたち二人ひ

とりに、可能な限り寄り添しヽ支援していただきたい。
・教員は学校・地域・家庭の3者をつなぐ仲介者としても重要な役目を担っている。

過度な負担とならないよう、町壷なサポートを行政として行っていただきたい。

基本項目2 確かな学力の育成

・成果指標にもなっている読書時間について、◆の忙しい中学生にとちて1時間の
読妻時間の確保が可能なのか、成果指標の項目として適正なのか検討していただ
きたい。

・前向きに取り組んだ事業例にういては、積極的に外部に発信していくことも視野
に入れつつ、さらなる効果の検証や改善に繁げていただきたぃと

基本項自3 多女員の指導力の向上
。学校現場は講師等の人本オ確保に苦慮している。スクール・サポート・スタッフ配
置事業などの充実。継続により、学校を支援してぃたドきたい。

・校内の業務改善や効率1しが閉ずしもうま(進んでいない案態も垣間見えるため、
改善の進んでいる学校の事例を学校 F日日で共有するなどの取組に努めていただきた
い 。

基本項目4 学校経営の充実

・学校現場では、教育課題に対して組織としての対応が財要となつている。教育委
員会と学校の連携を◆以上に深めサポートしていただきたい。

。「スクール ESDく さつ」は地域社会のメンバーとしての意識づけや行動力を身に
付けるうえで有意義な取組と評価している。令不□6年度からは全」ヽ中学校で実施
されるということで大変期待している。

基本項目5 教育環境の充実

。学校施設の改修について、音S材や人件費の高騰によりこれまでのラ算額では対応
が難しいことも者えられる。学校は災害等の避難場Pプ〒としての機能もあるため、
ラ算確保や工事の実施に属力いただきたぃ。

・校務支援システムは教員の長時間労働の己実善に繋がるものと評l面するが、l固人情

報を扱うにあたり、個人情報保護の観点から学校現場に対して適切な指導を行つ
ていただきたい。

・ 5‐
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基本項目6 家庭・ 地域での学びの充実

・家庭教育は重要なものだと思うので、その町要性や方法を発信し、学校教育と家

庭教育が両輪としてうまく機能するよう取り組みを進めていただきたい。

・家庭で学校のことが話せないと答えている子どもに対して、家庭以外であうても

話すことができる環境づくりを考えていく隊要がある。

こ青少年健全育成事業について、青少年が達成感を得られるよう、例えば計画段[L白
しか

ら青少年が参力Bできる取組を検討していただきたい。

基本項目7 生涯学習 ,スポーツの充実

・国スポ・障スポの事業については、革津市を全国の人に矢□うてもらう機会にもな

りうることを考慮して進めていただきたい。

・立命館びわこ講座はテーマを見て内容が難しそうという印象を持ちた。テーマに

平易な言葉を使うなど、より多くの市民に参加をl足す工夫をしていただきたい。

・施設の利用ルマルを利用者に徹底するとともに、隊要に応じてルールの見直しを

行い、誰もが利用しやすい施設環境を整えていただきたい。

項 目8 文化 。芸術の振興

`市民が文イし・芸術に触れる機会の提供には行政だけでは限界がある。産学民など

の団体が主催するイベントも活用しながら、市良が文イヒ。碁術に触れる機会の充

実に努めていただきたい。

・昨年度の外部評価委員会での意見が◆年度の事業に反映され嬉しく悪う。SIき続

き、幅広い世代が身近に文化。芸術に角虫れることができる工夫を講じていただき

たい。

基本項目9 文イし財の保存と活用

。文イヒ財を保存することと併せて、東化助の適用についても注力し、保存と活用に

より観イヒ財を次世代に継フ了くしていく取組を続けていただきたい。

。コロナ禍が過ぎ、街道交流館の来館者数は回復しつつあるとコロす禍に積極的に

取り組んできた情報発信とともに、現場ならではの体験型のイベントなど、更な

る事業展開を期待 している。

6
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Ⅱ 草津市教育振興基本計画 (第 3期)の基本理念と施策の基本方向

1.基本理念     |
本市では、平成22(2010)年 3月 に「子どもが輝く教育のまち・出会いと学びの

まち・くさつ」を教育の基本理念と定めました。        |
この間、社会情勢の大きな変化に伴い、解決すべき課題が複雑化・多様化する中、施策

の見直し・改善を続け、時代の先を行く教育の取組を進めてきました。
◆後も、常に将来に目を向け、柔軟な発想と改革意識を持つて取り組んでいく隊要があ

りますが、本市孝女育が目指すべき姿と基本的な者え方は第3期においても変わるものでは
ないと者え、基本理念は第1期、第2期を組承します。

基本理念

一人の人間として子どもに真摯に向き合うと、子どもの中に限りない可能性があること
を信じる,いが生まれます。その時、子どもの可能性を最大限に伸ばせるよう全力を思くす
ことは、すべての大人の薫務であるという思いにかられます。子どもたちが、伸び伸びと
自分らしく成長しtその力を人のため社会のために思う存分に発揮する姿を思しヽ描くと、
本市の将来が輝いて見えてきます。未来に生きる子どもたちがはつらつとたくましく成長
する姿は、家庭に幸福を与え、地域社会に希望をもたらします。

本市は、全国的に人口が河少する中においても人El増加を続けており、未来に白けて常
に新しい変化を続けるまちです。どういう未来がやってくるかは、未来のために何をする

が、そψて子どもたちがどう育ぅていくかによって決まるといってう過言ではありません。
教育に力を注ぐことは未来を創ることであり、「子 もゞが輝<教育のまち」を実現するこ
とは本市の重要な指標です。

また、本市は、古来から街道文化のまちとして栄え、人と人が出会う宿場町として発展
してきました。近年においても、常に新しい転入者があり、多様な人プマがともに暮らすま
うとして新しい発展を続けています。本市はこうした革津の個性を生かしたまちづくりを

達めていますが、教育振興においても、「出会い」と「多様性」を大切にすることが重要
と者えます。

「出会い」は人との出会いだけでなく、心をゆさ心ヽる読書体験や芸術体悪父、翼文化に接

‐
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した驚きと感動、自然や生き物に接することによつて知る命の尊さ、地域の歴史を択□るこ

とを通した郷止への愛着
'い
等、学びは出会いから始まるといつても過言ではありません。

本市は、多様な人やものとの出会いを通して、豊かな学びを広げ、誰もが生きがいを感じ

られる「出会いと学びのまち」の実現を目指します。

.本市の第5次総合計画では、「出会いが織りなすFも

~ヽ

るさと “元気"と |う るおい"の

あるまち 革津」をホ着想しています。本計画も、すべての子どもが輝きく誰もが豊pな「出

会いと学び」を広げられる「教育のまち」づくりを通して、この構想の実現化を目指すも

のです。

この目標の実囲に向けて(①教育委員会が中,い となつて、本市の教育を倉」造し、②開か

れに行瓢する教育委員会生して、保護者や地頭住民の意向を十分李巴握しながら、積極的な

多文育改革を進め、◎学校の孝女員生行政の職員が協l動 し、革津から教育を変えふうという意

識をもつて、斬新な教育施策を実行していきます。

これらの決意めもと、学校、家庭、地域、行政め連帯を深めた取り組みにより、市民の

誰もが誇りに悪える「子どもが輝く教育あまち・出会いと学びのまち・くさつ」の実現を

目指しますど                                _

‐81
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2 施策の基本方向

施策の基本アヨロは、基本理念の具現化にあたうての進むべき方向性と者え方を示してい
ます。               ′

第3期計画では、「1,子どもの生きる力々 育む」「2.学校の教育力を高める」「3.
社会全体で学び奮進める」「4.歴史と文化を會り育てる」の4うを掲げ、この基本アj向
に対して9つの基本項目を設定しました。

さらに基本項目ごとにヽ 34の基本施策を定めⅢこれらを体系的に取り組んでいきます。

基本方向il.子どもの生きる力を育む

中策の基本方向の第Tは、「子どもの生きる力を育む」です。
子どもが、変化が激しいこれからの社会を生きていくためには、自分も他人も大七刀にぢ

る,いを甫成するとともに、長い人生をたくましく生きキ友くための健康な体づくりの基礎を
築いていくことや、確かな学力を身に付けることが財要です。また、子どもたち一人ひと
りが、生まれ育うた環境に左右されることなく、夢や希望を持って自らの人生を切り拓く

耳とのできる生きる力を育むことを教育の基本と捉え、施策の基本方向の第一とします。

lE豊かな心と健やかな体の育成

人格形成の基礎が培われるとしヽわれる¥t幼児期つらの育ちや学びが、その後の教育へと
甲滑につながるよう、子どもの発達段階や個プマの状況に応じて、学校、家庭、地頭、行政
づ互いに導携・協力した取組を実施し、豊かな情操や自己肯定感、夫見範意識、社会性など
を身につけ、多様な人とっながることのできる豊かな,断を育むとともに、生涯にわたって
たくましく生きるための健やかな体の育成を目指します。

自ら学び、者え、行動する力を身に付け、多様で変化の激ししヽ社会を生き子友く確かな学
力の育成を自指 し、革津市独自の学力薗上策に取り組みます。また、学校では、各校の学
力向上策を踏まえた取組に加え、 IcT機 器の効果的活用や検定事業、英語教育や読書活
動等を推進し、子どもが主体となって、周囲と協l動 し学びを深める取組を推進 します。ま
た、家庭学習習l廣の定着や学び方を身に付けるための支援等を通して、新しい時代を生き
ていくために聰要となる基礎的・ 基本的な知識

j技
能の定着を図ります。

一　
　
一

９

８

2日 確かな学力の育成
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基本方向2.学校の教育力を高める

施策の基本アj向の第二は、「学校の教育力を高める」です。

学校は、学齢期のすべての子どもの教育を担うています。子どうが安|い して学校生活を

過どすための孝女育環境と指導・支援体制の充実を図ることは、子どもの生きる力を市成す

ることにつながります。また、地域や家庭ズ〕`ら信頼される学校づくりを進め、申頭 1家庭

との連携を強化することは、社会全体での教育の推進にもつながります。本市の教育殖茶

を推し進めるうえで非常に重要となる学校の教育力の向上|と今後も一層努めていきます。

3日 教職員の指導力の向上

教耳音i員の研修プログラムや研究活動の充実に取り組み、よりよい授業が行えるよう教職

員の指導力の向上を目指します。また、そのために隊妻となる時間の確保と有効な活用が

できるよう、教職員の健康管理や働き方改革に取り組み、職場環境の改善も目指していさ

ますも     イ

4.学校経営の充実

特色ある教育課程の実施や、地域の活力を生かした取組を推進することで、淳校経営の

充実を目指します。また、様ノマな教育課題に対応していくために、教瑚員の指導体制や学

校を支援する体制の充実を図ります。

5日 教育環境の充実

安全・安心な学校環境を確保するため、著朽校合の改修や非構造部材の耐雫化等の施設

整備を進めるとともに、学習教材等の充実を進めることで、教育力向上につながる環境整

備の充実を目指します。

‐10
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基本方向3.社会全体で学びを進める

施策の基本方向の第三は、「社会全体で学びを進める」です。
家庭環境の多様化やコミュ三ティが希薄化すゃ中、〒どもが豊かな社会性を身に付ける

ために、また、子どもと六人が共に学んでいくためにも、家庭や地域での教育力ゐ白上が
求められています。また、人生10o年時代においてすべての人が豊かに生きていくため
|=、 地域での学習やスポーツ活動を通して、生涯にわたって学び、活躍し続けられるまち
を目指します。

子どもを育てる基礎となる家庭での教育について、保護者に対する情報提供や学習機会
を充実させるなどの取組を進めます。また、地上或協l動含校の推進などにより、地頭の大人
が子どもの学びを支えることもにt太人にとってもやりがいのある交流の機会となるよう
にします。

7H生′・涯学習 Tスポーッの充実

誰もが、生涯にわたって、いつでも、どこでも学び、子どもの多女育や地域の活動におい
て、成果を生かすことができるような生涯学習機会の冷実を図りますとまたtスポーッを
身近に感じ、楽しめるよう生涯スポージゃ競技スポーッに関する取組の充実を目指すとと
もに、※令和7(2025)年開催予定の策79固国民スポ■ッ大会および第24回全国
I章害者スポーッ大会に向けた取組を推進します。

※計画時から変更 令和6(2024)年 開催ラ定→令和7(2025)年 F升写催予定

-11‐
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基本方向4.歴史と文化を守り育てる

施策の基本方向の第四は、「歴史と堂化を守り育てる」ですc ,

本市の歴史は古く、数クタくの薫重な文化財を含む歴史文イヒが現在に受け継がれていますP

地頭に患づく歴史文化の価値や魅力をより広く、わかりやすく伝え、地頭の暮らしと一体

的な資産として保在子・活用するとともに、誰もが文イヒ▲芸術活動に茉見しむことで、感性や

創造1性を育み、豊かに暮らしていくことができるまちを目指します。

8口 文化・芸術の振興

文化・芸術活動の支援と各種事業の充実や、担しヽ手の育成支援を通して、誰もが親1ヒに

触れることダ〕ドできる機会の充実を目指します。また、文化の力によって者[市の磨力を高め

ることを目指します。

9.文化財の保存と活用

本市の歴史文化の特徴を後世に守9伝えるため、適切な保存を図るとともに、市民が地

域め歴史に触れる機会づくりに努め、地域主体による保存・適用の機運の向上や歴史菜化

を活用した革津ら|しぃまちづくりを目指します。

…12‐
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基本理念

第3期教育振興基本計画施策体系図

施策の基本海向・項目 基本施策

12教職員聯隣 聴 拗 充実
13数砕経験韓 入材育成の推進
14栽職員の韓 働き方改革の推進

20子と
‐
もの安全“安もの確保

21生活習慣認顧pための啓発活動の推進
2彦 青少年の健全育腕の推進
23土也域協鶴造校の推進

I

t

子
ど
も
の
生
き
る
力
を
育
む

15地域の′C舌症 生かした特筋 る学較軽窪の推進
16教職浸の指導体叡l・ 学校支援体市lJの充実
17E勁駆:要する票養ハo支援綿 ″)嬢

7.生涯学習・スポーッの充実

社
会
全
体
で
学
ぴ
を
進
め
る

24雲ゴ屋妻浄習の機途の充実
25識 罷載てきる看謁陣 習の推進
26市民の生廠 ポーッ活動め支援
27録撥スボーッの推進
23社会体育鰯 〔り整館・充漠
29籍79凰国民スポーツ大会"多鹿4回今困障害者

スポーツ大会の推進

30市民が文fヒ
。芸術に盈魏 る悸_へσ,充実

81文化拠点施設の整備・充実

9:文化財の保存と活用
32文fヒロすの麓 と′漂護の推進
e3屋専ヨ資選蓋生力したまちづくしチの推進
34歴史文化1魏 む糧絵の窟出

歴
史
と
文
化
を
守
ヶ
育
て
る

,

骨

‐
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O評価シ‐卜の見方について

達成度評価
成果指標や各施策― 度(下記)などから、教育委員会

事務局にて達成度評価(内部評価)を行つています。どおり工事を実施し、非構造部材の

基本方向 2学校の教育力を高める

5教育環境の充実

教育振興基本計画における概要を記載します。

(基本項目(全9項目)ごと

'

安全・安心な学校環境を確保するため、老朽校舎の改修や非構造部材の耐震化等の施設整備を進め

とともに、学習教材等の充実を進めることで、教育方向上にうながる環境整備の充実をめざします。
る

基本項目

概  要

成果指標①

基本瑕麟ごとに組づいた成果指標の目標値と

実績値を記載しますこ

H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6

目標値 700 75_0 8010 850 90.0

実績値 550 650 650 650 700

達成度評価理由成果達成度担当課主要事業

教育委員会事務局にて主要と考える事業を機出し、達成度評価を行
|ヽ
ました。

成果達成度:◎…期待を超える成果があつた

0ィ期待どおりの成果があつた

△…期待未満の成果であつた

※主要事業欄に記載されている数字【施策●】tま教育振興基本計画における施策

番号です(全34施策)       .

計画どおり検舎やグラウンドの改修を実施することが

教育総務課
施策刊3】

造事業 O

施策 18】

学校大規模改造

担当課事務事業

教育総務課営事業 【施策18】

教育総務課学校施設維持管理事業 【施策13】

教育総務課学校管理運営事業 【施策18】

教育総務課学校施設維持管理事業 【施策18】

基本項屋に棗連する主要事業以外の事業の一覧ですP
【施策刊9】

学校教育教材整備事業 【施策 19】

‐14
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基本方向

鏡徽 螂 鞠 轍 鞠 棚
■成果指標の目標

■達成度評価

成果指標① 昭乳1藁哉篭纂舞宙翻撃解魂?
H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6

ロホ票イ直(′卜6) 835 840 845 850 855
実績値 (4ヽ 6) 865 803 735 796 811

目標値 (中 3) 735 740 745 750 75,5

実績値 (中 3) 756 718 761 750 745

成果指標② 栓識 蕪 汽篭繋 諮 算象今解 訓拿凝河
H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6

目標値 (小 5男 ) 725 730 73_5 740 745
実績値 (小 5男 ) 752 693 705 683 658
目標値 (′卜5女 ) 529 535 54_2 543 555
実績値 (4ヽ 5女 ) 516 527 472 490 513
目標値 (中 2男 ) 623 626 62_9 63_2 635

(中 2男 ) 617 666 661 588 62_1

目標値 (中 2女 ) 44.9 455 462 468 475
実績値 (中 2女 ) 436 48.5 445 427 44_2

発 達障害等特別な教育支採を必要とする子 どもの増加に伴しヽ インクルーシブサ ポーターの配置のため看護師を配置するなど 特別
や 医療 的ケ アが 必要な児童

支援教育 の 充実を図り よりきめ細 かし 支援を行う とができた 。児童 生徒の体力向スポーツ傷害 防を
上

予 目的とした小中学校体 力 向上 プロ ン ク卜で は 「 運 動 が 好き 「 体育が
め 学検

エ 」 楽 しし 」としヽう翼 持ちを伸ばすた
体育 の 充実を図 る とができた

‐15-
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■施策に含まれる主要事業一覧

)

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

施設等利用給付事業

【施策 1】
幼児課 O

認可外保育施設や私立幼稚園等の無償化対象者ヘ

の給付を円滑に行い、子育てを行う家庭の経済的鼻

担の軽減を図ることができたため。

幼稚園・認定こども園ステッ

プアップ推進事業

【施策2】

幼児課 O
地域の特色や人材を活かして幼稚園・認定こども園の

教育内容の充実を図ることができ■ため。

就学前教育サポニト事業
【施策2】      i 幼児課 ○ 療鍵ポ誂 継を融 罐破

め。       ⌒

認定こども園管理運営事業
〔施策2】

幼児施設課 O
公立幼稚薗型認定こども園の運営や維持管理を適切

に行うことにより、良質な教育・保育環境を提供するこ

とができたため3        ´

人権・同和教育研究大会開

催事業

【施策3】

児童生徒支援課 ○

「人権・同和教育研究大会」を開催したことで、多くの市

民が人権問題について考え、意見を交流する機会を

持つことができたため。

生徒指導推進事業
【施策4】

児童生徒支援課 O

「草津市いじめ問題対策連絡協議会」を開催し、いじめ

の草期発見へのアドバイスや教育委員会としての体制

韮 翠:厨墾 賑 紺 議 駅 縛 餡 韻 全

とができたためと

中学校体育推進事業
【施策5】

学校教育課
スポーツ傷害予防講習会、運動部活動支援に取り組

み、学校体育の充実を図ることができたため。

小学校体育推進事業
【施策5】  ´ 学校教育課 O

スポ■ツ体験教室「レッツエンジョイスポーツ2o22」、

滋賀レイクスにょる「ゲシス教室」を実施しヽ 学校体育

の充実を図ることができたため。

体験実践活動推進事業
【施策6】

学校政策推進課 O

「 中学生チャレンジウイーク事業 」を新型コロナウイ

感染拡大防上のため 一部実施できなかつたが 概 ね

再開し、生 働 くことの大切さと、自分 の 将来 の 生き

方 につ しヽ て考

インクルーシブサポ■ター配
置事業      ・

【施策7】

児童生徒支援課 O

特別な教育支援を必要とする子どもの増 カロに件しヽ 障

ず地域で学ぶ とができるよう きめ細

か しヽ支援を行うととも| 特別支援教育の充実を図る

ことができたため。

医療的ケア支援員配置事業
【施策7】

児童生徒支援課 O
日常的にたんの吸引や経管栄養等の医療的ケアが必

要な児童に対し、きめ細かい支援を行うとともに、特別

支援教育の充美を図ることができたたゆ。

‐16‐
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小学校給食管理運営事業 【施策5】 学校給食センター

中学校給食材料購入事業 【施策5】 第二学校給食センター

中学校給食管理運営費 【施策5】 二学校給食センター

学校教育課

学校教育課

学校教育課

管理事業 【施策5】 学校教育課

学校教育課

児童・生徒等健康診断事業 【施策5】 学校教育課

学校教育課

科学発表屡覧会開催事業 【施策6】

学校教育課

小学校特別支援教育就学奨励事業 【施策1、 7】 学校教育課

学校教育課

中学校特別支援教育就学奨励事業 【施策i、 7】 育課

高校生等人権教育活動事業 【施策3】 児章生徒支援課

児童生徒支援課

人権教育推進事業 【施策3】 児章生徒支援課
同和教育指導推進事業 【施策3】 児童生徒支援課

フリー不クール利用支援事業 【施策4】 児童生徒支援課

教育支援委員会運営事務 【施策7】 児童生徒支援課

ことばの教室運営事業 【施策7】 児童生徒支援課

特別支援教育運営事業 【施策7】 児童生徒支援課

青少年美術展覧会開催事業 【施策6】 学校政策推進課

預かり保育事業 【施策 1】 幼児課

幼稚園・認声こども園指導研修事業 【施策2】 幼児課

幼稚園・認定とども園保健推進事業 【施策2】 幼児課

幼児課

民間認定こども園運営事業 【施策2】 幼児課

認定こども園管理運営事業 【施策2】 児課

認定こども園運営支援事業 【施策2】 幼児施設課

由施策に含まれるその他の事業一覧

日外部評価委員会での主な意見

‐17‐
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保護者にも教 育 こ積極的に関わる意識を持つて しヽ ただくための 取組を検 討 して し ただきたしヽ
インクヅレ‐―シブ教育 に つ しヽ て は 学校 に過度な負担がかか らなしよつ 児童 生徒本 人 保護者 学 校 教 育委 貝 会が協力 し

た取組を継続して しヽ ただきたしヽ 。

成果指標①における「自分のよさ」について、子どもたちの自尊感情を育む、「自分は自分のままで良い」と思える教育を継続していただきたい。
・様々な要因・背景があり、学校に行きづらい状況を見せている子どもたち下人ひとりFこ 、可能な限り寄り添い支援していただ
きたい。
教員は学校・地域・家庭の3者をつなぐ仲介者としても重要な役目を担っている。過度な負担とならないよう、必要なサポート
を行政として行つていただきたい。
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基本方向

基本項目

自ら学び、考え、行動する力を身に付け、多様で変化の激しい社会を生き抜く確かな学力の育成をめざ
し、草津市独自の学力向上策に取り組みます。また、学校では、各校の学力向上栄を踏まえた取組に加
え、ICT機器の効果的活用や検定事業、英語教育や読書活動等を推進し、子どもが主体となつて、周囲と

を離 紹 騨 鷲 常奄孟i糖 魔 腱 篇 鶏 翻 触
援等

■成果指標の目標と実績

※R3年度までは「授業では、課題解決に向けて自分で考え、話し合う活動を通じて考えを深めることができていると思う」と答
えた児童生徒の割合 (0/o)

‐19‐
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成果指標①
「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている」と答

えた児童生徒の割合(%)
【全国学力f学習状況調査(対象:小学6年生、中学3年生)】

H30 R2 R3 R4

目標値 (4ヽ6) 800 80.5 810 81.5

実績値 (小 6) 732 790 772 80.6 823

目標値 (中 3) 740 745 75,0 755 760

実績値 (中 3) 683 736 744 822 77.9

成果指標②
「家で自分で計画を立てて勉強をしている」と答えた児童生徒の割合(%)

【全国学力・学習状況調査(対象:小学o年生、中学3年生)】

H30 Rl R3 R4 R5 R6

日本票イ直(′ lヽ 6) 7■0 715 720 72_5 730

実績値 (小 6) 685 70.5 732 785 75,4

目標値 (中 3) 53.5 540 545 550 55_5

実績値 (中 3) 51_8 528 599 640 634

成果指標③
「学校の授業時間以外に普段 (平 日)1日 当たり1時間以上読書をしている」と答えた児童生徒の割合

(0/o)

【全国学力・学習状況調査(対象ュ小学6年生、中学3年生)】

H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6

目標値 (4ヽ 6) 20_4 206 208 210

実績値 (4ヽ 6) 202 208 208

目標1直 (中 3) 11_8 120 1212 124

実績値 (中 3) 85 116 125 13.0



■達成度評価

日施策に 一覧

■施策に含まれるその他の事業一覧

日外部評価委員会での主な意見

:繰鰯碧課詭瑯 釧車吾彗称層僚葦鑓、こ鱗 舗λ鑓建艦翻痛畿あか、成菓指標あ
項目として適正なのか検討していただきたい。
・設備の導入や教員の努力により、児童生徒は先進的なICT石 用かされた教育を受けることができ保護者として感謝してい

る。
・前向きに取り組んだ事業例については、積極的に外部に発信していくことも視野に八れつつ、さらなる効果の検証や改善に

盤 縮 占ぞあとれまでの取組を高く評価していう。事業を継続していくとともに、教育委員会と学校現場とで活動に対

する成果や課題を整理し今後に繁げていただきたい。

i20‐
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や英語教育 道徳教育をはじめ として 単元をとおして主体 的 対話的で深しヽ学びへの授業改善を図 た結果 課 題

てた授業実践を行う教師が
決的な学びを推進し、解答I

今後も引き続き、

こ至るまでの考え 方 や 自分の意見を効果 的 こ1伝えることに焦点をあ

え てきた。 ICTを効果的に活用 した授業改善を全ての 市立小中学校で徹底を図る必要がある

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

学校ICT推進事業

【施策8】 ′
学校政策推進課

スニパーバイザエ、ICT支援員|ごよる学校訪

子ども読書活動推進事業

【施策9】
学校教育課 O

全 小 中学校に学校司書、学校図書館運営サポニタ■

を配置し 書資料を活用

した授業の支 ヽ 学校図書館の活性化や 児

することができたため

字ども読書活動推進事業
【施策9】

生涯学習課 攀義 解転峯警選瓢猛期離
進を図ることができたため。

4ヽ 1学びの基礎育成事業
【施策10】

児童生徒支援課 O

小学校 I 4校「こおL てヽ タブレットPCを活用 しなが ろ

人 人 の課題に応じた多層指導モデ レ(MIM )I よる

「読み」の指導を行いt児童の読みの力を分析i響握し

指導できたため。            ―

英語教育推進事業
【施策11】

学校政策推進課 〇 明 選確讃幣温黒期 呉舗築
より、英語教育の充実を図ることができたため。

担当課

学校教育課

スクールESDくさつ推進事業 【施策10】

児童生徒支援課

学校政策推進課



基本方向

基本項目

教職員の研修プログラムゃ研究活動の充実に取り組み、よりよい授業が行えるよう教職員の指導力の向上をめざします。また、そのために必要となる時間の確保と有効な活用ができるよう、教職員の健康管理や働き方改革に取り組み、職場環境の改善与めざしていきます。

各種蒻修講座やスキルアップアドバィザ下の派遣等の施策を実施するとともに、校内O」Tの充実等、学校現場の課題に即した学びの場を作り、教職員の指導力の向上を図つているが、教職員のさらなる資質の向上のため継続した取り組みが必要である。

■成果指標の目標と実績

※R3年度までは「ヮータ・ライフ・バランスを意識している(1(低 )～ 5(高)の 5段階評価)」 の羊均値

■達成度評価

■施策に含まれる主要事業=覧

「自分なりの課題をもって自己研修に努めている(1(低 )～ 5(高 )の 5段階評価)」 の平均値
【学校運営協議会における学校評価】

H30 R耳 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 41 41 42 42 43

実績値 39 36 38 3_9

「会議時間の輝縮、行事の精選お実施方法の見直し、検務のICT化等を推進し、積極的に業務の改善や
効率化に取り組んでぃる(1(低 )～ 5(高)の 5段階評価)」 の平均値

【学校運営協議会における学校評価】

H30 Rl R3 R4 R5 R6
目標値 318 38 39 39 4.0

実績値 37 3_7 3_7 34

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

教職員研修事業
【施策12、 13】

育課

して実践力を高められたため。

ン じた研修カ学 上向 マネ メン 議や経験年数 I 応
各 業での種事 授業研究会 講演会等を し多く行

講座開設事業
【施策12.13】

騨
訛た箪 称鞣穆≡鞘 粒 謎

ルアップアドバィザー酉己

【施策12、 13】
O 籍櫂読ど調穂第界理疑ξ縦

ヽ
め 。

スクール・サポート・スタッフ

【施策14】 各
め。

二21
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事務事業 担当課

教育調査研究事業 【施策12】 教育研究所

所指導員配置事業 【施策12113】 教育研究所

教育研究所運営事務 【施策12、 13】 教育研究所

■施策に含まれるその他の事業〒覧

日外部評価委員会での主な意見

:撃議磐と瑯銃貯亀縦縫騒識朔瑞甥聟甥嚢整魏 堀諒尋
`rサ

:象を錦し

壌畳銘鱗霞⊆疑厨鞘 縮秘綿 翠縣殊度斃観 ピ籟縄覇鳩 曇沈
ていただきたい。

なg盾繁霜だ覗種て著記躍雪君声デまく進
んとい■,ヽ案態が摂聞見え「。改善の進んでいる学校の

‐22‐
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基本項目

概  要

特色ある教育課程の実施や、地域の活力を生かした取組を推進することで、学校経営の充実をめざしま
す。また、様 な々教育課題に対応していくために、教職員の指導体制や学校を支援する体部lの充実を図
ります。

■成果指標の目標と実績

※R3までは「学校目標に向かうて教職員一人ひとりが実践を進め、組織として機能している(|(低 )｀ 5(高)の 5段階評価)」 の
平均値

※R3までは「保護者や地域住民への積極的な情報発信ができている(1(低 )～ 5(高 )の 5段階評価)」 の平均値

■達成度評価

‐23‐
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新型コロナウイルス感染症拡大防止を図りながら耳ヌ組を進める中で、教職員に、課題に対して組織的に対応する体制が進んできた。新型コロナウィルス感染症の警戒レベルが段階的に下がる中で、適切な教育活動を実施し、児童生徒へ的確な支援をするため適材適所の人材配置や効果的な連携の仕方について検討を進める必要がある。

「学校不適応や不登校などの教育
委弔堰又!妥魯犀定理鍵薔鶏語1宮弊記撻:が

ら学校組織として取り響々でいる
.   【学校運営協議会における学校評価】   ‐

H80 Rl R2 R3 R4 R5

目標値 38 3.8 3.9 39 40

実績値 37 39 40 43 41

成果指標②
る(1(低 )～ 5(高)の 5段階評価)」 の平
【学校運営協議会における学校評価】

コミュニ

ン

「 イア クース さつルく の 推進を通し 「充実を図て学校運営の るとともf ス ル ESDクー さつく プ口
エ クトや地域協働合校の理念を踏まえた取組を行し 保護者や地域住 へ の民 積極的な情報発信ができ

て し 均値

H30 Rl R2 R3 R4 R5

目褐副直 46 46 47 47 48

実績値 45 44 4_2 41 40



■施策に含まれる主要事業一覧

■施策に含まれるその他の事業一覧

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

コミュニティ・スクールくさつ推

進事業
【施策15】

学校政策推進課 ○

全小中学校に当ミュニテイ・スクールを導入し、学校、保

護重と鞠 樫籍躙鰯躙雛:皇
D推進のため、地域連携を進めることができたため。

スクエルESDくさつ推進事業

【施策15】
学校教育課 O

勝三身基融豫騒:錘

ま機汎醒纏嘲諧路藍具、
児童生徒の意識アンケートで成果が見られる国答で

あったため。         
｀

スクール・サポ生卜・スタッフ

配置事業 (再掲)

【施策16】

学校教育課 O
行

め

ったりすることで学方向上を図るとともに、教具の負
を軽減し、学校の働き方改革め推進|こ

つながつたた

児童の家庭学習を充実させたり、学校での学習支援を

学校問題サポードチーム運

営事業
【施策16】

教育研究所 O 覇孵釧咽黎犀緊桑房霰藝ど謂
具体的な指導や支援を行うたため。

教室アシスタント配置事業
【施策16】

児童生徒支援課 ○

小学1年生全てのクラス等に教室ァシスタントを画E章す

ることで、児童生徒へめきめ細やかな支援を行うこと

ができ、安心して学校生活を送れるようになうたため。

中学校生徒指導主事活動推
進事業
【施策17】

児童生徒支援課 ○ 辮 :醤星継選鍋竃厳鰹鼈を蒲亀ミ
できたため。

学校問題相談支援事業
【施策17】

児童生徒支援課 O

解決と円滑な学校運営を行うことがで吉たため。

学校不適応や不登校等の児童生徒が抱える課題があ
るため、スクールソーシヤルワニカー、いじめ等間題行
動対策アドバイザーめ派遣を行い、様 な々学校問題の

事務事業 担当課

務 【施策16】

援事業 【施策16】 学校教育課

【施策16】 学校教育課

理事務 【施策16】 学校教育課

【施策16】 学校教育課

業 【施策16】 児童生徒支援課

外国人児童生徒教育支援事業 【施策 17】 児童生徒支援課

児童生徒支援事務 【施策17】 児童生徒支援課

児童通学支援事業 【施策17】 児童生徒支援課

学校運営支援事業 【施策16】 学校政策推進課

学校運営支援事業 【施策16】 教育研究所

やまびこ教育相談室運営事業 【施無17】 教育研究所

・ 24
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日外部評価委員会での主な意見

‐25‐
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基本方向

基本項目

概  要
安全・安心な学校環境を確保するため、老朽校舎の改修や非構造部材の耐震化等の施設整備を進めるとともに、学習教材等の充実を進めることで、教育力向上につながる環境整備の充実をめざします。

日成果指標の目標と実績

■達成度評価

日施策に含まれる主要事業二覧

■施策に含まれるその他の事業一見

‐27‐
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H30 Rl R2 R3 R4 R5
目標値 700 75.0 800 850 90.0
実績値 550 65.0 65,0 650 700

主要事業 担当課 成果達成度 達 評価理由

【施華8】

模改造事業
ンド るこ画どお

△i
フやグり校 ウ の 改修を実施す とが

できたため

中学校大規模改造事業
18】 教育総務課 O 計画どおリトイレの改修を実施することができたため。

学校政策推進課
ンピ

ン
ヨ務用 ユ校 ― タの 維持管理を行し メー ル 配信

ア ム ン スや校務支援 ア ム の運用 りに よ 務 の効校 率
る とができたため化を図

担当課
小学校管理運営事業 【施策18】

教育総務課
小学校施設維持管理事業 【施策18】

教育総務課
中学校管理運営事業 【施策18】

教育総務課
中学校施設維持管理事業 【施策18】

教育総務課
小学校教育教材整備事業 【施策19】 育総務課
中学襟教育教ヰオ整備事業 【施策19】

教育総務課



■外部評価委員 での主な意見

穆隼犠霧撃勢酬 雪認離跳キ窪幣鍮尋育委員会が力ゑれモぃょ努力
していることを伝えていただければと思う。
「学校あ改修事業などを通して子どもの教育環境の改善を行つそいただき、保護者として感謝している。引き続き尽力いただき

たいと                 !
・教育施設の点検について、学僚や地域の実情に合わせたマニュアル作成など、安全な施設維持および管速f手努めていただ

から学校現場に対して適切な指導を行つていただきたい。

にあた 人個 情報保護の観点人 りぬミ の がる 個ス ム の に繋 るも と評価す 情報を1及う義
務支検 援シ ア は教 の長貝 聞労働時 改

ジ

‐28‐
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基本方向

子どもを育てる基礎となる家庭での教育について、保護者に対する情報提供や学習機会を充実させるなどの取組を進めます。また、地域協働合校の推進などにより、地域の大人が子どもの学びを支えるとともに、大人にとってもやりがいのある交流の機会となるようにしますЬ

■成果指標の目標と実績

■達成度課価

成果指標① 地域協l動合校の推進に満足している市民の割合 (0/o)

【草津市のまちづくりについての市民意識調査】(R4回 答数:952件 )

H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6
目標値 21_5 22_0 220 225 225
実績値 2■4 21.3 215 16_9 172

成果指標②
「家の人(兄弟姉妹を除く)と学校の出来事について話をする」と答えた児童生徒の割合(0/o)【学ぴのアン

ケード調査(草津市教育委員会実施)】

H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6
目標値 (小 ) 850 

｀
855 860

実績値 (小 ) 829 800

目標値 (中 )

800

750 75.5 760
実績値 (中 ) 769 732 756

は 学校と地域が協働して地域の人材や資源を積極的に活用 し 子 どもと大 人 んヾ 多種 多様な活動を市 内全小中学校におしヽて実施し 様 な経験や知々 識を持つた地域の大人 との 交流を通じて 子 どもの豊かな心の成長 や 大人 自身 のやりが しヽ
「

繋 げる とができた。

また、坤域・学校・関係機関の連携により、
備をすることができた。また、少年センター

青少年の健全育成活動に取り組み、青少年がたくましく生きることができる環境整
において、非行からの立ち直り支援を実施し、青少年の自立を後押しすることができ

‐29‐

-38-



■施策に含まれる主要事業=覧

■施策に含まれるその

日外部評価委員会での主な意見

覧

・成果指標①の実績値はl丘いため、地域や社会の結びつきを強め、友期計画を見据えた地域協働含校の取組を行つていた

だきたい。
・家庭教育は重要なものだと思うので、その必要性や方法を発信し〔学校教育と家庭教育が両輪としてうまく機能するよう取り

組みを進めていただきたい。           ,
,地域協働合校は子ども、保護者や地域の大人の双方にとつて良い事業と思うと保護者以外の地域の本人への認知が低いと

晃違島贔曇覇と謡脇 亀皇鶏訟だ弦撚豊紹電ぎ磁暮ぇてぃる子どもに対して.赤庁廷以外であつても話すことができる写境
づくりを考

分二告と宅言ゼ塩 住民の協力が継続的に得られるよう働きかけるとともに、地域全体で子どもの安心l=全に努

催異員宕眉重魯埋彗業について 青ヽ少年が達成感を得られるよう、例えば計画段階から青少年々
ミ参カロできる取組を検討して

いただきたい。             1

‐30‐

-39-

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

地域ぐるみの学校安全推進

事業
【施策20】

学校教育課 O 縁島4昌ぞξ 蛛 艦
れたため。          「

三瑚 蒼家庭教育推進事業
【施策21】

生涯学習課 O

青少年育成活動事業

【施策22】
子ども家庭・若者課 O 邑年三穏      逢

少年センタ
=管

理運営事業

【施策22】
子ども家庭・若者課 ○ な言雪:そ§堡離ξ争琵鬱滉岳整簗錯

地域協働合校推進事業

【施策23】
生涯学習課 醜蔭話鰯譜麟銘選控ピ新

・地
∵
の

事務事業 担 当課

害賠償補償保険事務 【施策?0】

児童・生徒安全対策事業 【施策20】 学校教育課

通学蕗対策事業 【施策29】 学校教育課

日本スポーツ振興センター負担金事務 【施策20】 学校教育課



基本項目

概  要

こわたっ
こお

じt

に

に向

が し つ生涯 I て でも ど でも学び 子どもの や地域の教 育 し活動 てヽ す成果を生か
るよとができ つな生 習涯学 機 図の充実を ますり スまた、 ポーツを身近 | 感 楽しめるよう生涯スポツや競技スポーッに関する取組の充実をめ ととざす も 令和 O 426年 2 9年開催予定の第フ 民ス回ポエツ大会お 2よび第 4回 全国障害者 ツ大スポー けた取組 ますを推進し

田成果指標の目標と実績

■達成度評価

陣建扇爾墜班だ堰翻翠垂承弟象蕊贈輩消鮭伸
H30 Rl R2 R3 R5 R6

目標値 245 250 255 260 26.5

実績値 23.7 271 248 243 235

成果指標② 個魏翻 翼鵬縄:貶赤)

H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6
目楊訂直 58.0 585 590 595 60_0
実績値 561 60,0 756 783 724

成果指標③ 隆脳緯護叫卿ダ詭乳:網話
H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6

目標値 7■0 720 73.0 740 750
実績値 66_8 73.0 742 744 738
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■施策に含まれる主要事業一覧

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

社会教育推進事業
【施策24】

生涯学習課 O
「立命館びわこ講座」を立命館大学との連携で案施し、

市民へ学習機会を提供することができたため。

学習ボランテイア推進事業

【施策24】
生涯学習課 O

ゆうゆうびとバンク」を発行し、学習ボランテイア
活動の推進を図ることができたため。

図書館運営事業
【施策24】

図書館 ○

南館の開館20周 年記念事業として  「 つ なぐJをテーマ
に児童ヨ―ナーの ヴニュ一 ア りし、記念講演 記念日

コ の募集等を実施するとともに 、野外おはなし会や移

動 図書館巡回などの 従来からの各種事業につ しヽ て

も、新型コ口 ナ ウイル ス感染症拡大防止対策を講じな
がら行し 11月 3日 (文化の日)の図書館まつ におし

て 図書館ビブIJ オ ′ミト′レ 絵本の【卜ろば等の特 別企

Iずる とがを行つた結果、図書館利用 の 促 進 に つな

でき 期待通りの 成果を得ることができたため
南草津薗書館運営事業
【施策24】

南草津図書館 ○

地域協働合検推進事業(再

掲)

【施策25】

生涯学習課 ○

ことができたため。

学校体育施設開放推進事業
【施策26】

スポーツ推進課 ○
適切な維持管理を行い、市民がスポーツに親しむ環境

を提供することができたたゆ。

市民体青大会開催費補助事
業
【施策26、 27】

スポーツ推進課 〇 EE惹鞘 雛柴珂間隔森希酵騒
会を設けることができた々 め。

県民体育大会等出場支援補
助事業         ,
【施策26、 27】

スポーツ推進課 ○
県民体育大会出場に対する支援を行い、市民の競技

力向上につなげることができたため。

社会体育施設管理運営事業

【施策28】
スポィツ推進課

ヨロナ禍における施設の感染症対策を実施しながらt

適切な維持管理に努めることができたため9

大規模大会開催事業
【施策29】

国スポ・障ネポ推進室 ○

より良い大会の実現に向けた準備として車津市苧備委

員会を草津市実行委員会に改組することができた。ま

た、各種イベントにおいてブ=スを設置し、啓発活動に

取り組むことができた。

‐32‐
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事務事業 担当課
図書館施設管理事業 【施策24】

図書館

南草津図書館施設管理事業 【施策24】 南草津図書館

助事業 【施策?6】 スポーツ推進課
チヤレンジスポーッデー開催費補助金事務 【施策26】 ネポーツ推進課
駅伝競走大会開催費補助金事務 【施策26、 27】 スポーツ推進課

会事業費補助金事務 【施柔26、 盛7】 スポーツ推進課
スポーツ少年団育成事業 【施策26、 27】 スポーツ推進課

るポーツ推進委員活動推進事業 【施策26、 2ラ 】 スポーツ推進課

スポーツ推進課

スポーツ推進課
各種スポーッ団f本活動支援事業 【施策26、 27】 スポーツ推進課
各種本会負担金事務 【施策26、 27】 スポーツ推進課
各種大会補助金事務 【施策26、 27】 スポーツ推進課
各種大会出場者激励事業 【施策2ラ 】 スポーツ推進課

日施策に含まれるその他の事業一覧

日外部評価委員会での主な意見

,議昴ぎ託望葉蓄己時康正彊蒸え厨F内
容が難し孝,という印象を持った。テーマに平易な言葉を使うなど、より多くの市民に参

し彎
設の貸し出し

争
どにおいて、特定の団体・競技1予偏ることなく、公平性の観点に基づいた施設の運用につとめていただきた

響 諮 樫 延吉戸|レ

を利用者
f徹

底ずるとと胡こ、必要に応じてルールの見直しを行い、誰もが利用しやすい施設環境を整え

‐38
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基本方向

概  要 こ触れるこ
に るこ

業の芸術活動の支援と各種事 充実や 担 しヽ手の育 して成支援を通 化誰もが文 とがで
る機会のき を しめざ 文 の化充実 ます また 力 力よつて都市の魅 を め めざとを します

τ吾雅礁離 儲躯鞘g揺撃鈴給 話耀イス感桑症の細こよって中止Lとなっ乱ヽた言業

■成果指標の目標と実績

■達成度評価

日施策に含まれる主要事業=覧

■施策に含まれるその他の事業一覧
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成果指標① 文化・芸術の振興が図れていると思う市民の割合(%)
【草津市のまちづくり1こついての市民意識調査】(R4回 答数1952件 )

H30 R耳 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 240 245 250 25.5 26.0

実績値 216 212 212 218 235

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

市美術展覧会開催事業
【施策30】 生涯学習課 O 覇尋雛X筆奨筆     難

め。

民文化芸術活動支援事業
【施策30】 生耀学習課 O 臨縣ご露爺朧 験手縛 馳 露戸

のまちづくり事業
【施策30】 生渥学習課 ○

念鞘 〒開喀塘稲牲塁含鐵鰈暴

文化ホール管理運営事業
【施策31】 生涯学習課 O

ξ自謁 郭 斬基耗劇 灘 要腔

担当課
三ツ池計画予定地管理事業 【施策31】 生涯学習課



主な意見

イ
ぅ

土)

・
胃轟賀泰隻i廉響揺借撤完菅感塞源簗異|と毎諸審 だ患罫§

がある。産学民などの団体が主にするイベントも活用:しなが

・世代ごとに文化・芸術に対して求あるニーズは異なると思う蒜堪:ニニズの把握、ニーズに即した取組を進め、指標の評価を

上げていただきたい。
         |、 自分自_身が力を身に付けたり、自分を発揮てきる場を見つ

・子どもたちは「俳旬入門講座」や「キツズシネマ塾」などを通し

けることができるため、継続して行つていただきたい。
・昨年度の外部評価委員会での意見が今年度の事業に反映され建した患う。引き続きi幅広い世代が身近に受化・芸術に触

れることができる工夫を講していただきたい。     :
・多くの市民にイベジトヘ参加してもらうために、既存の情報発信方法に加えて、市民同士のネットワ下クや F亨ミ等を活用し

て、より多くの人々 へ働きかけを行っていたギきたい。             、       ▲ :

‐36‐
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基本項目

本市の歴史文化の特徴を後世に守り伝えるため、適切な保存を図るとともに、市民が地域の歴史に触れる機会づくりに努め、地域主体による保存・活用の機運の向上や歴史文化を活用した草津らしいまちづくり々 めざします。

■成果指標の目標

■達成度評価

稔;詠郎鶉    蠅鞠灘騨離駅駆
謂‰麓     藝i雪轍悦 蛸

成果指標①

H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6
目標値

95 96 96 97
実績値 94 94 94 94 94

成果指標②

H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6
目標値 34,200 34.500 34,500 34,500 34,500
実績値 33,072 33,994 12,454 18,544 25,471
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■施策に含まれる主要事業一覧

■施策に含まれるその他の事業一覧

日外部評価委員会での主な意見

‐38‐
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主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

埋蔵文化財発掘調査事業

【施策32】
歴史文化財課 O

試掘、本発掘調査ともに計囀どおり実施でき、遺跡の

実態を適正に記録保持することができたため。

宅地開発等関連遺跡発掘調

査事業

【施策32】

歴史文化財課 O 露獣燻塁離鮒 憲導盤
め。

史跡草津宿本陣整備事業
【施策32】

歴史文化財課 O
国産補功あ範囲内で、計画どおり整備進捗を図ること

ができたため。

文化財保護助成事業
【施策32】

歴史文化財課 ○
所若者に対し適正に保護助成を行うことで、文化財の

保存管理、育成、活用を図る手とができたため。

史跡芦浦観音寺跡整備事業
【施策32】

歴史文化財課
国庫補助の範区l内で、計画どおり整僑進i歩を図ること

ができたため。

文化財普及啓発事業

【施策33】
歴史文化財課 ○

例年以■に文化財を活用した取組を実施するこ|がで

き、ふるさと意識の醸成に繋がつたため。

史跡草津宿本陣管理事業
【施策34】

車津宿街道交流館 O

め 。

草津宿街道交流館運営事業

【施策34】
草津宿街道交流館 ○ 羹番毅雑違鞄騒亀離 と窮

め。

事務事業 担当課

歴史資料管理事業 【施策32】 歴史文化財課

文化財保護推進事業 【施策o2】 歴史文化財課

未指定文化財調套事業 【施策3?】 歴史文化財課

化財保護審議会運営事業 【施策32】 歴史文化財課

重要文化財整備助成事業 【施策3字、33】 歴史文イし財課

史跡野蕗小野山製鉄遺跡整備事業 【施策32、 3o】 歴史文化財課

・サンヤレ踊りがユネスコ無形文化財遺産に登録されたことを機に啓発活動を積極的に行つていただいている。ひと時の盛り

が りで終わるのではなく、継続した啓発を行しヽ市 民 Iこ根 付かせてしヽ ただきたし

文化財を保存することと併せて 文 化財の活用 につしヽても注力し 保 存と活用
「こより文化財を次世代に継承して くヽ取組を続

けていただきたい。
・昔からその地に住んでいる市民が、地元の歴史に興田未を持たれていることも多いとこのような興味に応える取組を通して、歴

史の継承を行つていただきたい。
・衝遣交流館の来館者数は回復しうつある。コロナ禍に積極的に取り組んできた情報発信とともに、現場生らではの体験型の

イベントなど、更なる事業展開を期待している。
      二ためて草津市ならではの歴史や文化の意義を実感できるとよ・歴史的に繋がりのある他市町村と連携事業を行うことで、あ

'いのではないか。 、
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